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●農政活動協力金　●委員紹介　●市長への意見提出　●神奈川県農業委員会活動推進大会
●農業委員会活動のPR　●農業者年金加入推進の表彰　●横浜市からのお知らせ　●表紙写真インタビュー

農政活動協力金のお礼（御報告）
　神奈川県農業会議の農政活動協力金につきましては、今年度も
多くの皆様に御協力いただき、誠にありがとうございました。本
協力金は、県農業会議の農政対策活動に充てられるとともに、横
浜市農業委員会連合会にも助成金として交付され、本紙の発行等
に活用させていただいております。今後も、農業の発展のため、
関係団体と連携し、委員会活動の一層の推進に努めて参ります。

中央農業委員会
1,628,100円

南西部農業委員会
1,050,600円

当年度小計　3,250,456（会費、協力金等）
前年度繰越　4,390,799

当年度小計　　3,131,255
事務費 32,480（消耗品代等）
会議費 215,204（会場借上げ代等）
事業費 1,155,668（農委だより発行代等）
分担金 67,375（県農業会議会費）
協力金 1,375,080（県農業会議分）
雑　費 285,448（委員会関係用品代等）

次年度繰越　　4,510,000

令和４年度横浜市農業委員会連合会決算

合計7,641,255（単位：円）

（単位：円） 合計7,641,255
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本農委だより第51号
～第57号で全委員を
ご紹介していきます。

凡　

例

委員会名   氏名
【農】農業委員
【推】農地利用最適化推進委員
①主な営農地域 ②主な作物 ③ひとこと

野路　幸子【農】
①青葉区田奈町
②露地野菜・水稲・果樹
③ 私の地区は主に駅周辺に水田が広が
っているため、東京都から500名ほ
どの学生の体験水田等を実施するなど、様々な受け
入れ態勢を整えています。少しでも次世代に農業に
興味を持って頂けるよう、日々農業委員として活動
しています。

中央

奥村　玄【農】
①利害関係を有しない者 ※
②－（農業以外）
③ 農業は、私たちの毎日の食や健康を
支え、大地に根ざした景観や環境を
もたらしてくれます。農家のみなさんは地域の要
として活躍される方も多く、地域の大黒柱です。
私は、これからも横浜の「農」のあるまちづくり
に真摯に関わりたいと思います。

南西部矢島　寛【農】

小宮　藤正【推】

①栄区田谷町
②露地野菜・水稲
③ 私の担当地域では、横浜環状南線栄
（田谷）ジャンクションの建設工事が
進み、地域の農業にも大きな影響が出ています。こ
れからは、地域農業の活性化が今以上に大事だと思
います。農地を守りより良い農業を行える環境づく
りに貢献したいと思います。

①戸塚区原宿
②露地野菜・施設野菜・山林用苗木
③ 農地利用最適化推進委員2期目にな
ります。近年都市農業は高齢化・後継
者不足が顕著です。また、昨今の異常気象で生産者
は皆苦労しています。少しでも改善できるよう行政
機関に働きかけていきたいと思っています。

南西部

南西部

飯田　清【農】
①旭区希望が丘
②花苗、野菜苗、露地野菜、植木苗
③ 野菜苗、花苗鉢物、植木苗、露地野
菜等の生産、直売を行い、JAハマッ
子直売所にも出荷しています。都市農業を取り巻
く環境は厳しいものがありますが、地元農家の良
き相談相手になれるよう努力してまいります。

中央

小池　誠一郎【農】
①利害関係を有しない者 ※
②－（農業以外）
③ 農業従事者以外の唯一枠の委員とし
て活動し、3期目になります。農家
を取り巻く環境は厳しく、農地の有効活用や担い
手、農業の将来像などの問題が山積していますが、
できるところから提言していきたいと思っていま
す。

中央 飯嶌　啓吾【推】中央

荻野　清【推】
①港北区樽町

②露地野菜

③ 私は2期目になります。都市化が進

み担当地区は市街化区域が多い中で、農業の発展

が進むよう努めていきたいと思います。

中央 金子　宏正【推】
①都筑区茅ケ崎南
②植木
③ 私の担当地区は港北ニュータウンの
開発により農地の減少が著しい地域
であり、農地の維持、保全が重要課題となってお
ります。推進委員として地域の方の相談などに対
し、少しでも貢献できるよう努めて参りたいと思
います。

中央

①港北区新羽町
②露地野菜
③ 就農して50年になります。小松菜、
ツルムラサキ、アスパラ菜、菜花な
どを横浜中央市場へ出荷しています。新羽地区で
は農専、農振、調整区域があり、地域の問題を皆
さまと力を合わせて取り組みたいと思います。

会長職務代理

会長職務代理

※農業委員会等に関する法律第８条第６項における
「農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を
有しない者」に該当する委員です。
　農業従事者ではなく、公平・公正な立場から農業
委員として活動しています。
　中央農業委員会・南西部農業委員会各１人が任命
されました。
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● 生産緑地内の緩衡樹林についてグリーンインフラとして活用を認めることや河川の洪水対
策等、農地の保全と有効利用対策に関すること

●土砂流出対策への補助や農地の借り手への奨励金等、担い手・経営対策に関すること　など

●市町村へきめ細かいサポートに取り組む等の地域計画作成の着実な推進に関する要望
●転用事務について十分指導等を行う等の農地の適正利用の確立に関する要望

農業委員会の活動紹介農業委員会の活動紹介

山中市長に「横浜市農業施策に関する意見」を提出

農業委員会の活動を PR！

神奈川県農業委員会活動推進大会が開催

　横浜市農業委員会連合会は、昨年10月30日に山中竹春横浜市
長を訪問し、「令和６年度横浜市農業施策に関する意見」の要望
書を提出しました。連合会からは６名の理事・監事が出席し、
都市農業の更なる振興や発展に関する要望書を手渡しました。
　山中市長からは、日頃から横浜の農業振興に向けて尽力をい
ただいていることへの感謝とともに、農業委員会の皆様と一緒
に、横浜の農地保全や農業振興に力を尽くしていきたい旨のコ
メントがありました。

　昨年11月に開催された農と緑のふれあい祭り（横浜市主催）と
横浜農協きた地区JAまつり（JA主催）において、農業委員会の
活動について市民の皆様にPRするためのブースを出展しました。
　チラシ配布やパネル展示によって農業委員会の活動や役割を紹
介するとともに、小さなこどもが、市内産の野菜や果物に親しめ
るよう、ぬり絵を楽しめる参加型の広報活動を行いました。
　横浜市の農業委員会や「農」の魅力について知っていただくき
っかけとなりました。

　昨年11月10日に「令和５年度神奈川県農業委員会活動推進大
会」が、海老名市文化会館にて開催され、県内の農業委員と農
地利用最適化推進委員、事務局職員などが出席しました。
　本市を含む県内農業委員会の功労者への永年表彰や近年の農
業委員会にまつわる情勢報告、県への要望事項の決議等がされ
ました。最後に決議実行計画案が可決し、がんばろう三唱にて
閉会となりました。

山中市長に意見を提出する農業委員会連合会役員

市内農産物のぬり絵にチャレンジ

大会の様子

※紙面の都合上、一部を要約しています

※紙面の都合上、一部を要約しています

主な
要望

主な
要望



横浜市からのお知らせ横浜市からのお知らせ
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～よこはま農委だよりは農家の皆様の農政活動協力金により作られています～

写真は、茅葺屋根の下屋（しもや）をリノベーションした古民家カフェ「さくらの家」。この下屋は、その
昔農耕に欠かせなかった牛馬の糞と稲わらなどを利用し、ていねいに堆肥を作っていました。舞岡地区は、
豊かな田園景観と水源域を含む山林が広がる農業地域で、舞岡ふるさと村や古民家が建つ舞岡公園などが
あり、地元農家も協力し、かつての横浜の原風景が数多く残されています。うららかな春の日には、是非皆
さん散策に来てください。

発行●横浜市中央農業委員会／〒224‒0032横浜市都筑区茅ケ崎中央32‒1（都筑区総合庁舎4階） ☎ 045-948‒2475　 FAX  045‒948‒2488
　　　横浜市南西部農業委員会／〒244‒0003横浜市戸塚区戸塚町16‒17（戸塚区総合庁舎8階） ☎ 045‒866‒8495　 FAX  045‒862‒4351

表紙写真インタビュー（南西部農業委員会　農業委員　田中豊さん）

　横浜市では、農業振興施策を計画的に進めるために、農業振興地域整備計画を昭和48年に策定
し、概ね5年ごとに見直しを行ってきました。令和4年度に基礎調査を行い、令和５年度から6年
度にかけて計画の見直しに向けた検討を行っています。
　このたび、農用地利用計画の素案がまとまりましたので公表します。次の公表場所でご覧いた
だけますので、ご意見やご質問をお伺いします。

農業者年金加入推進の取組が表彰されました

横浜農業振興地域整備計画の素案を公表します

　令和４年度の農業者年金加入推進の功績が認められ、中央農業
委員会及び南西部農業委員会が、独立行政法人農業者年金基金理
事長から表彰されました。これまでの取組と同様に、農業委員会・
JA横浜・神奈川県農業会議が加入推進チームを作り、若手農業者
や女性農業者にも積極的に声かけを行うなど連携して加入推進を
行いました。農業者年金は、メリットがたくさんある終身年金で
す。安心で豊かな老後のため、家族と将来の経営を話し合ってい
ただき、加入をご検討ください。農業委員会は、今後も農業者年
金加入推進に取り組んでいきます。

●公表期間及び時間　令和6年3月11日（月）～3月15日（金）　9時～12時、13時～16時30分
●公表場所　横浜市庁舎23階　共用会議室23－S03　横浜市中区本町6－50－10

●横浜市ウェブサイト「農業振興地域制度の概要」

★農業振興地域整備計画とは…農業振興地域整備計画とは、優良な農地を保全するとともに、農業振興のための各種施策を計画
的に実施するため、市町村が定める総合的な農業振興の計画です。農業振興地域整備計画の中で定めている農用地利用計画は、
今後10年以上にわたり農業上の利用を確保すべき土地及び農用地区域内の農業上の用途を指定しているものです。

問合せ　農政推進課　　　　TEL 671－2630　FAX 664－4425
　　　　北部農政事務所　　TEL 948－2477　FAX 948－2488
　　　　南部農政事務所　　TEL 866－8491　FAX 862－4351

横浜市　農業振興地域

JA横浜と共に受賞の記念撮影


